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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 21 年５月 14 日に発表いたしました業績予想及び配当予想につき

まして下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１． 業績予想の修正 

（１）平成 22 年３月期第２四半期連結累計期間業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 21 年９月 30 日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭
前回発表予想(Ａ) 

19,250 460 450 230 21.84

今回発表予想(Ｂ) 18,243 225 262 125 11.90

増減額(Ｂ－Ａ) △1,007 △235 △188 △105 －

増減額(％) △5.2 △51.1 △41.8 △45.7 －

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 21年３月期第２四半期) 
17,627 379 404 127 11.81

 

（２）平成 22年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 22年３月 31 日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭
前回発表予想(Ａ) 

40,150 1,090 1,080 550 52.22

今回発表予想(Ｂ) 37,600 460 500 250 23.74

増減額(Ｂ－Ａ) △2,550 △630 △580 △300 －

増減額(％) △6.4 △57.8 △53.7 △54.5 －

(ご参考)前期実績 

(平成 21年３月期) 
35,170 1,034 1,076 441 41.05

 



（３）平成 22 年３月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 21 年９月 30 日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭
前回発表予想(Ａ) 

19,100 440 440 220 20.89

今回発表予想(Ｂ) 18,108 200 245 116 11.04

増減額(Ｂ－Ａ) △992 △240 △195 △104 －

増減額(％) △5.2 △54.5 △44.3 △47.3 －

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 21年３月期第２四半期) 
17,434 377 406 93 8.59

 

（４）平成 22年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 22年３月 31 日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭
前回発表予想(Ａ) 

39,800 1,050 1,050 540 51.27

今回発表予想(Ｂ) 37,300 420 460 230 21.84

増減額(Ｂ－Ａ) △2,500 △630 △590 △310 －

増減額(％) △6.3 △60.0 △56.2 △57.4 －

(ご参考)前期実績 

(平成 21年３月期) 
34,823 1,004 1,057 379 35.25

 

 

２．業績予想の修正理由 

（１）第２四半期累計期間 

当第２四半期連結累計期間における連結売上高は、弁当給食事業および旅館事業について

は、概ね予想通り推移いたしました。しかしながら、小売事業の「チャレンジャー」部門で

は、当連結累計期間中に、２店舗を新規オープンするなど積極的な営業展開を図りましたが、

当該２店舗ならびに既存店ともに競合店との価格競争の激化、消費者の節約志向の高まりな

どで、買い上げ点数、客単価は低迷し、計画を下回る結果となりました。また、宅配事業に

おきましても、大型連休の増加や高速道路料金の大幅な割引などで消費者が外出する機会が

増えたことにより、受注件数が計画を下回りました。 

 利益面につきましても、上述の売上高の減少により売上総利益が低下し、営業利益、経常

利益、四半期純利益ともに前回予想を下回る見込みであります。 

 

（２）通期 

通期業績予想につきましては、各事業ともに営業戦略の見直しや販売費及び一般管理費の

圧縮などを行ってまいりますが、個人消費の低迷や価格競争の激化など、依然として厳しい

状況が続くものと予想されます。第２四半期連結累計期間の業績を踏まえるとともに、厳し

い市場環境の継続を勘案して、修正を行うものであります。 

 



 

３．平成 22 年３月期配当予想の修正 

（１）修正の内容 

１株当たり配当金  

第２四半期末 期末 年間 

前回予想 
（平成 21 年５月 14 日公表） 

11 円 00 銭 11 円 00 銭 22 円 00 銭 

今回修正予想 ５円 50 銭 ５円 50 銭 11 円 00 銭 

当期実績 － － － 
前期（平成 21 年３月期）実績 11 円 00 銭 11 円 00 銭 22 円 00 銭 

 

（２）修正の理由 

 当社は、株主に対する利益還元の充実を経営上の重要課題の１つとして認識しており、配当

原資確保のために財務体質の強化や収益力をアップして、継続的かつ安定的な配当を実施して

いくことを基本方針としております。 

 しかしながら、当期の第２四半期末及び期末配当金につきましては、本日発表の業績予想の

修正に伴い、慎重に検討しました結果、当期の年間配当につきまして前回予想から 11 円減配

の１株当たり 11 円（第２四半期末配当５円 50 銭、期末配当５円 50 銭）に修正させていただ

く予定です。 

 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


